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12月定例会　令和７年度主な補正予算12月定例会　令和７年度主な補正予算

一般会計補正予算（第7号）
1億5495万円

新最終処分場整備関連経費、峰山クリーンセンター設備
維持工事、高齢者帯状疱疹予防接種経費、丹後中学校
バリアフリー化改修設計など

病院事業会計補正予算
（第2号）
病院事業債の起債限度額を
11億3600万円追加

議会だより No.87　2026.02　｜　議長あいさつ・補正予算

京
丹
後
市
議
会

議
長
　
中
野
　
勝
友

安
心
し
て
、
健
や
か
に
、

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
京
丹
後
に

皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
希
望

に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
世
界
情
勢
の
不
安
定
さ
が
続
き
、
物
価
高
な
ど
に

よ
り
、
暮
ら
し
へ
の
影
響
や
先
行
き
へ
の
不
安
を
感
じ
る
場
面

も
多
い
一
年
で
し
た
。

京
丹
後
市
で
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
な
が
ら
、

道
路
や
交
通
、
子
育
て
・
教
育
、
医
療
・
福
祉
、
地
域
産
業
の

振
興
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
安
心
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
、

着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
市
拠
点
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
が
大
き
な

テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
、
地
域
の

活
力
、
そ
し
て
将
来
世
代
へ
の
責
任
を
し
っ
か
り
見
据
え
、
拠

点
の
機
能
や
役
割
を
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
、
こ
れ
か
ら
も

丁
寧
に
話
し
合
い
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

京
丹
後
市
議
会
で
は
、
3
つ
の
常
任
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ

政
策
提
言
に
取
り
組
み
、
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
課

題
の
解
決
や
市
政
の
改
善
に
つ
な
が
る
提
案
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
議
会
と
し
て
、
よ
り
開
か
れ
た
議
論
を
行
い
、
分
か
り

や
す
い
情
報
発
信
に
も
努
め
、
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
歩
む
姿

勢
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
丙
午(

ひ
の
え
う
ま)

に
あ
た
り
、
前
へ
進
む
力
を
象
徴

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
変
化
の
大
き
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

誰
も
が
安
心
し
て
健
や
か
に
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
京
丹
後
を

目
指
し
、
議
会
と
し
て
責
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

議
長
あ
い
さ
つ

問
峰
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
設
備
の
不

具
合
に
よ
る
市
民
へ
の
影
響
は
な
い
か
。

答
現
在
は
調
整
し
な
が
ら
運
転
し
て
い

る
が
、安
定
稼
働
の
た
め
早
期
更
新
が

必
要
。そ
の
状
況
も
見
な
が
ら
し
っ
か
り

と
ご
み
の
受
け
入
れ
は
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
丹
後
中
学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
改

修
の
完
了
予
定
と
工
事
費
は
。

答
６
月
着
工
、
11
月
完
了
予
定
。工
事

費
は
概
算
で
３
～
４
千
万
円
程
度
。

問
全
校
的
な
整
備
と
し
て
行
う
の
か
。

ま
た
財
源
は
国
の
補
助
も
見
込
ま
れ
る

の
か
。

答
今
回
、対
象
児
童
の
入
学
が
決
ま
っ
た

た
め
計
上
。全
て
の
学
校
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
が
完
了
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
財

源
は
国
庫
補
助
を
想
定
し
て
い
る
。

問
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
や

種
類
別
の
状
況
は
。

答
10
月
末
で
７
８
１
人
接
種
。
そ
の
う

ち
生
ワ
ク
チ
ン
１
９
１
人
、
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
５
９
０
人
。
接
種
率
が
高
ま
っ
た

要
因
は
、
公
費
負
担
が
１
回
限
り
で
あ

る
こ
と
や
民
間
事
業
者
の
勧
奨
が
あ
る
。

問
今
後
も
増
加
傾
向
が
続
く
と
予
算

負
担
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
が
。

答
全
国
と
同
様
に
単
価
の
３
割
を
本

人
負
担
、
残
り
を
公
費
で
対
応
。
今
後

も
実
績
を
見
な
が
ら
予
算
化
し
て
い
く
。

意
見
交
換

中
学
校
施
設
改
修
事
業
は
、イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
の
推
進
に
不
可
欠
。
工
事
完

了
ま
で
の
教
員
の
負
担
や
リ
ス
ク
を
軽

減
す
る
た
め
の
安
全
な
支
援
体
制
の
検

討
や
長
寿
命
化
計
画
の
着
実
な
実
行

と
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
む
施
設
整

備
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

問
病
院
事
業
債
に
つ
い
て
、
資
金
不
足

比
率
が
計
画
よ
り
悪
化
し
て
い
る
中
で

借
入
に
問
題
は
な
い
の
か
。

答
計
画
策
定
後
に
人
件
費
、
光
熱
水

費
や
医
療
機
器
修
繕
費
の
増
加
な
ど
新

た
に
生
じ
た
。
今
回
の
借
入
は
最
長
15

年
の
た
め
、
年
当
た
り
の
負
担
を
抑
え

な
が
ら
、
改
善
を
進
め
資
金
不
足
の
解

消
を
図
っ
て
い
く
。

意
見
交
換

市
立
病
院
は
地
域
医
療
の
最
後
の
砦
と

し
て
、
不
採
算
部
門
を
担
っ
て
い
る
。

国
の
支
援
や
府
と
の
連
携
、
広
域
医
療

機
関
と
の
協
力
も
含
め
た
中
長
期
的
な

対
応
も
求
め
る
。

賛
成
討
論

○
緊
急
的
な
病
院
事
業
債
は
、
市
民
が

適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
健
康

な
ど
安
全
を
保
障
す
る
医
療
提
供
体
制

を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
だ
。

○
市
立
病
院
の
経
営
は
非
常
に
厳
し

く
、
資
金
繰
り
支
援
と
し
て
創
設
さ
れ

た
病
院
事
業
債
は
、
病
院
を
維
持
す
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
。

全
員
賛
成

で
可
決

全
員
賛
成

で
可
決
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主な条 例 審 査
網野すこやかセンター　維持管理費高騰のため入浴料改定へ網野すこやかセンター　維持管理費高騰のため入浴料改定へ

宇川保育所　令和8年3月末で閉所宇川保育所　令和8年3月末で閉所

消防団に新制度　OB活用で地域を守る機能別団員を導入消防団に新制度　OB活用で地域を守る機能別団員を導入

概 要

維持管理費の高騰で赤字が続くため
入浴料を改定。

• 市民60歳以上：190円→250円
• 市民60歳未満：290円→380円
• 市外：590円→600円

利用者説明会（11/8）でおおむね理解。

概 要

令和8年度の入所申込がなく、今後も利
用見込みがないため、宇川保育所を令和
8年3月31日で閉所する改正。保護者・
区長会などへ説明し反対意見なし。

予算として、運営費約2300万円減、一方
で通園支援は約150万円増見込み。

概 要

人口減少などの中、消防力を
維持するため。

• 条例定員：
1730人→1538人

• 組織再編：宇川地域の分団
統合、弥栄方面隊の部統合など

• 機能別団員制度創設

丹後半島森林公園（スイス村）の指定管理、1年延長へ
この1年間で抜本的なあり方を検討することを前提に賛成多数で可決しました。

そのほかの
トピックトピック

条例・その他　｜ 議会だより No.87　2026.02

主
な
質
疑

問
高
齢
者
に
と
っ
て
約
３
割
の
値
上
げ
は

負
担
が
大
き
い
の
で
は
。

答
維
持
管
理
費
が
大
幅
に
高
騰
し
て
お

り
費
用
の
適
正
な
負
担
を
お
願
い
す
る
も

の
で
あ
る
。

問
赤
字
の
状
況
は
。

答
年
間
約
５
４
０
万
円
の
赤
字
。
値
上

げ
後
も
赤
字
は
残
る
が
、
収
支
改
善
が
見

込
ま
れ
る
。

問
利
用
者
を
増
や
す
具
体
的
な
努
力
は
。

答
友
の
会
と
協
力
し
た
PR
や
、
市
の
介
護

予
防
事
業
と
の
連
携
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
人
件
費

を
抑
え
る
努
力
も
継
続
し
て
い
る
。

賛
成
討
論

物
価
高
騰
に
よ
り
維
持
費
が
増
え
て
お
り
、

料
金
改
定
は
や
む
を
得
な
い
。
今
後
は
、

孫
世
代
と
一
緒
に
利
用
し
や
す
く
す
る

な
ど
、さ
ら
な
る
活
性
化
策
に
期
待
す
る
。

主
な
質
疑

問
休
所
で
は
な
く
閉
所
の
理
由
は
。 

答
今
後
も
児
童
数
が
増
え
る
見
込
み
が
な

く
、
施
設
維
持
の
コ
ス
ト
も
か
か
る
た
め
。

問
通
園
バ
ス
の
安
全
性
は
。

答
３
歳
以
上
を
対
象
に
、
運
転
手
と
支
援

員
の
２
名
体
制
で
運
行
。
０
〜
２
歳
児
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
に
よ
る
送
迎
を
お
願

い
し
て
お
り
、
了
承
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
子
ど
も
達
は
な
じ
め
る
の
か
。

答
す
で
に
バ
ス
を
使
っ
た
相
互
交
流
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、顔
な
じ
み
の
先
生
を

一
緒
に
異
動
さ
せ
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

意
見
交
換

深
刻
な
過
疎
化
に
よ
る
保
護
者
の
要
望

を
受
け
宇
川
保
育
所
を
廃
止
す
る
に
あ

た
り
、
子
ど
も
の
通
園
負
担
軽
減
と
、
地

域
と
連
携
し
た
施
設
跡
地
の
有
効
活
用

を
求
め
る
。

主
な
質
疑

問
機
能
別
団
員
と
は
。

答
主
に
消
防
団
の
OB
を
想
定
。
有
事
の

際
に
ベ
テ
ラ
ン
の
力
を
借
り
る
仕
組
み
。

問
定
員
数
減
の
影
響
は
。

答
現
状
に
合
わ
せ
組
織
を
統
合
し
、
団
員

が
少
な
い
地
域
の
体
制
を
強
化
す
る
。

問
交
付
税
へ
の
影
響
は
。

答
実
態
に
合
わ
な
い
定
員
を
維
持
す
る
た

め
の
市
の
持
ち
出
し
費
用
が
減
り
、
財
政

負
担
は
軽
減
さ
れ
る
。

賛
成
討
論

団
員
減
少
と
い
う

課
題
に
対
し
、
組

織
統
合
に
よ
る
広

域
化
で
出
動
体
制

を
確
保
し
つ
つ
、

機
能
別
団
員
制
度

に
よ
っ
て
負
担
軽

減
と
防
災
力
の
向

上
を
両
立
さ
せ
る

現
実
的
な
改
正
で

あ
る
。

全員賛成
で可決

賛成多数
で可決

賛成多数
で可決

2026年　出初式
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一般質問

録画配信は
こちら

政 渓 会

東
ひ が し だ

田 真
ま き

希

一般質問は、
令和7年12月10日、11日、12日
の日程で行い、18人の議員が質問し
市長などに答弁を求めました。

掲載は質問順、内容は本人から提出された
要約原稿です。また、ケーブルテレビ11チャン
ネルでの放送や京丹後市議会ホームページ
で配信していますのでご覧ください。

市政運営全般にわたり、議員が問題意識を市政に
投げかけ、市の見解を直接求めるものです。 https://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai/

パソコンやスマートフォンで
議会の中継・録画が視聴
できます。
京丹後市議会 検索

12月定例会　一般質問12月定例会　一般質問

一般質問とは？

　

管
理
不
全
空
き
家
が
代
執
行

と
な
れ
ば
市
に
負
担
も
生
じ
る
。

所
有
者
が
早
期
に
除
却
へ
踏
み
切

れ
る
よ
う
補
助
金
増
額
な
ど
支
援

を
強
化
で
き
な
い
か
。

　

空
き
家
は
所
有
者
管
理
が

基
本
。
補
助
金
増
額
は
実
績
か
ら

効
果
が
限
定
的
。
悪
化
前
の
対
応

を
重
視
し
、
制
度
全
体
の
見
直
し

も
必
要
と
考
え
る
。

　

空
き
家
改
修
補
助
の
対
象
を

移
住
者
だ
け
で
な
く
市
内
在
住

者
に
も
広
げ
ら
れ
な
い
か
。
利
活

用
促
進
、
子
育
て
支
援
に
も
つ
な

が
る
。

　

空
き
家
の
高
止
ま
り
や
利

活
用
促
進
か
ら
有
効
と
考
え
る
。

市
独
自
支
援
を
研
究
す
る
。

　

空
き
家
抑
制
は
早
期
に
所
有

者
や
家
族
で
話
し
合
う
こ
と
が

重
要
。
啓
発
を
。

　

啓
発
は
重
要
。
地
域
連
携

を
強
化
し
、
サ
ロ
ン
な
ど
へ
の
出
前

講
座
や
固
定
資
産
税
納
税
通
知
へ

の
啓
発
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
進
め
る
。

幼
少
期
か
ら
の
読
書
習
慣
を

　

乳
児
健
診
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
後
も
継
続
的
支
援
が
必
要
だ
。

次
の
段
階
と
し
て
ブ
ッ
ク
セ
カ
ン

ド
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　

読
書
習
慣
や
子
ど
も
の

感
性
・
創
造
力
育
成
に
大
変
意

義
深
い
。
実
現
に
向
け
検
討
し
て

い
く
。

問市
長

問市
長

問市
長

問教
育
長

空き家問題の対応強化を

宿泊施設に生まれ変わった空き家

4議会だより No.87　2026.02　｜　一般質問



一般質問

録画配信は
こちら

政 渓 会

和
わ

田
だ

　 晋
すすむ

一般質問

録画配信は
こちら

政 渓 会

小
こ ま き

牧 裕
ひ ろ ゆ き

幸

　

本
市
の
観
光
振
興
に
お
い
て
、

観
光
公
社
は
ソ
フ
ト
施
策
の
中
核

を
担
う
重
要
な
組
織
。
業
務
が

増
加
す
る
中
、
観
光
公
社
は
現
在

の
体
制
で
十
分
に
機
能
し
て
い
る

の
か
。

　

観
光
公
社
の
業
務
は
多
様

化
し
て
お
り
、
専
門
性
が
必
要
と

さ
れ
る
業
務
が
増
加
し
て
い
る
が
、

人
材
の
確
保
が
十
分
で
な
い
。特
定

分
野
で
は
公
社
単
独
で
人
材
を
集

め
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
、

市
と
し
て
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し

な
が
ら
、
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

　

宿
泊
税
導
入
は
不
安
の
声
が

大
き
い
。
導
入
是
非
の
前
に
、事
業

者
と
の
丁
寧
な
対
話
を
積
み
重
ね

る
こ
と
が
重
要
。
現
在
の
検
討
状

況
は
ど
う
か
。

　

現
在
、
観
光
公
社
の
理
事

会
で
宿
泊
税
の
導
入
に
つ
い
て
議

論
・
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

近
く
そ
の
結
果
が
報
告
さ
れ
る

予
定
。
宿
泊
事
業
者
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、

現
場
の
意
見
を
聞
き
丁
寧
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

　

本
市
観
光
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

市
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

　

観
光
振
興
計
画
の
中
心
は

通
年
型
観
光
。
美
食
や
健
康
長
寿

な
ど
、
本
市
特
有
の
地
域
資
源
を

生
か
し
滞
在
型
の
観
光
地
を
目

指
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
支
援

は
惜
し
ま
な
い
。

問市
長

問市
長

問市
長

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
人

件
費
上
昇
の
対
応
策
は
。

　

近
畿
市
長
会
と
し
て
、国
へ

交
付
税
措
置
で
し
っ
か
り
手
当
し
て

い
た
だ
く
よ
う
要
請
活
動
を
行
っ

て
い
る
。業
務
改
善
や
DX
、フ
リ
ー

ア
ド
レ
ス
に
よ
る
効
果
な
ど
、
効
率

的
な
業
務
推
進
、適
正
な
人
員
配

置
を
行
い
、時
間
外
勤
務
を
縮
減
、

人
件
費
の
抑
制
に
つ
な
げ
た
い
。

　

新
た
な
歳
入
の
検
討
は
。

　

宿
泊
税
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、使
用
料
は
令
和
８
年
度
に

か
け
て
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
さ
ら
な
る
充
実

を
目
指
す
。

職
員
確
保
の
現
状

　

採
用
実
績
に
つ
い
て
は
。

　

一
般
事
務
職
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
計
画
に
近
い
採
用
が
で
き
て

い
る
。
技
術
職
員
は
、
近
年
採
用

で
き
て
な
い
。

　

人
材
確
保
は
、
最
重
要
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
が
。

　

働
き
や
す
い
市
役
所
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。
職
員
の
声
を

聞
き
、
創
造
性
の
あ
る
仕
事
が
主

体
的
に
取
り
組
め
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
、
日
本
一
働

き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
と
、

生
産
性
の
向
上
を
全
庁
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
魅
力
の
あ
る
職

場
づ
く
り
で
、
人
材
確
保
の
好
循

環
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

市長の観光ビジョンを問う

財政強靭化戦略の進捗は

観光産業への積極的な政策投資を

京丹後市役所峰山庁舎２号館

5 一般質問　｜　議会だより No.87　2026.02



一般質問

録画配信は
こちら

政 渓 会

谷
た に つ

津 伸
の ぶ ゆ き

幸

一般質問

録画配信は
こちら

政 渓 会

櫻
さ く ら い

井 祐
ゆ う さ く

策

審
議
会
の
公
平
な
運
営
と
議
決
の

尊
重
を

　
審
議
会
答
申
を
盾
に
一
部
職

員
な
ど
に
よ
る
議
会
軽
視
の
言
動

が
見
受
け
ら
れ
る
。
二
元
代
表
制

の
原
則
に
対
す
る
市
長
の
認
識
は
。

　

答
申
は
尊
重
す
る
が
、
議

会
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
。

議
会
を
軽
視
す
る
議
論
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

　

影
響
力
の
あ
る
委
員
の
発
言
に
、

他
の
委
員
が
委
縮
し
て
い
る
。
事

務
局
が
正
さ
な
い
の
は
「
不
作
為
」

で
は
な
い
か
。

　

そ
の
よ
う
な
事
実
は
把
握

し
て
い
な
い
。
委
員
は
自
由
に
発

言
す
べ
き
だ
が
、
公
平
な
運
営
へ

の
配
慮
は
必
要
だ
。

浅
茂
川
温
泉
プ
ー
ル
再
生
と
学
校

利
用
の
検
討
を

　

プ
ー
ル
閉
鎖
は
市
民
の
健
康

損
失
だ
。
存
続
の
可
否
を
科
学
的

根
拠
に
基
づ
き
判
断
す
べ
き
。

　

耐
震
診
断
に
多
額
の
費
用

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
現
段
階
で

は
実
施
し
て
い
な
い
。

　

学
校
プ
ー
ル
を
民
間
委
託

せ
ず
、
市
民
の
健
康
増
進
と
学
校

利
用
と
し
て
、
再
生
す
る
の
が
合

理
的
で
は
な
い
か
。

　

健
康
利
用
や
学
校
活
用
も

視
野
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を

検
討
会
で
議
論
し
、
提
言
を
受
け

適
切
に
判
断
す
る
。

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

　

高
市
政
権
が
市
政
運
営
や
予

算
編
成
に
及
ぼ
す
影
響
は
。

　

総
合
経
済
対
策
18
兆
円

や
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用

し
て
い
く
。
一
方
で
、「
ガ
ソ
リ
ン

暫
定
税
率
廃
止
」
や
「
年
収
の
壁

の
１
７
８
万
円
へ
引
き
上
げ
」
に

よ
る
地
方
の
財
源
へ
の
補
填
を
要

請
し
て
い
く
。

　

産
業
連
関
表
の
現
状
と
本
市

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
地
方
公
会
計
制
度
の

考
え
は
。

　

産
業
連
関
表
は
、
新
経
済

戦
略
の
策
定
で
産
業
構
造
把
握
の

た
め
に
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
市
の
市
内
総
生
産
額（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

は
、
約
１
７
０
６
億
円
。
財
務
諸

表
の
作
成
は
し
て
い
る
が
、
分
析

活
用
は
作
業
負
荷
が
高
く
、
課
題

で
あ
る
。

都
市
拠
点
公
共
施
設

　

都
市
拠
点
公
共
施
設
整
備
の

今
後
の
動
き
は
。

　

各
審
議
会
の
審
議
結
果
を

踏
ま
え
、
慎
重
か
つ
円
滑
に
再
提

案
を
目
指
す
。

　

新
規
整
備
と
既
存
施
設
の
活

用
案
と
の
比
較
検
討
は
。

　

既
存
施
設
の
初
期
費
用
の

試
算
は
約
20
億
円
。
新
規
整
備
と

比
べ
初
期
費
用
は
低
い
が
既
存

施
設
の
活
用
は
有
利
な
起
債
活
用

も
難
し
く
、
実
質
負
担
は
既
存
施

設
の
方
が
、
高
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

既存施設の有効活用を

地域課題解決には異次元の地域経済で活性化を

閉鎖により荒廃する市民プール

次世代へのまちづくりの推進を共に
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一般質問

録画配信は
こちら

政 渓 会

野
の ぎ

木 教
の り た か

貴

一般質問

録画配信は
こちら

政 渓 会

吉
よ し お か

岡 正
ま さ か ず

一

　
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
通
学
支
援

事
業
」
の
検
証
と
課
題
、
事
業
の

継
続
と
拡
充
の
考
え
は
。

　
　

対
象
期
間
中
に
下
校
中

の
熱
中
症
に
よ
る
重
大
な
事
案
の

報
告
が
な
く
、
児
童
の
疲
労
軽
減

に
も
効
果
が
あ
っ
た
。
保
護
者
か

ら
も
「
猛
暑
日
の
心
配
が
減
り
ま

し
た
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
、

好
評
で
あ
っ
た
。一
方
で
、
運
行
で

き
る
バ
ス
台
数
の
限
界
や
、
ピ
ス

ト
ン
運
行
に
よ
る
負
担
増
加
な
ど

の
課
題
が
あ
っ
た
。

事
業
の
継
続
・
拡
充
に
つ
い
て

は
、
効
果
と
課
題
、
運
行
体
制
や

財
政
負
担
、
地
区
間
の
公
平
性
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
現
時
点
で
は

対
象
地
区
や
期
間
を
一
挙
に
拡
大

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
必
要
な

改
善
を
加
え
継
続
し
て
い
く
方
針

で
あ
る
。

　

夏
季
に
お
け
る
安
全
・
安
心

な
登
下
校
環
境
の
確
保
に
つ
い
て
、

市
の
今
後
の
方
向
性
は
。

　
　

登
下
校
を
含
む
安
全
対

策
を
一
時
的
な
対
応
で
は
な
く
継

続
的
な
仕
組
み
と
し
て
位
置
づ
け

る
こ
と
が
重
要
だ
。

具
体
的
に
は
、毎
年
の
夏
季
終
了

後
に
熱
中
症
に
よ
る
体
調
不
良
の

発
生
状
況
や
保
護
者
か
ら
の
意
見

な
ど
を
把
握
し
、
翌
年
度
に
向
け

た
改
善
点
を
検
証
し
て
柔
軟
か
つ

継
続
的
に
対
策
を
進
め
て
い
く
。

問教
育
長

問

教
育
長

　

住
民
自
治
と
は
。

　

住
民
が
主
役
と
な
っ
て
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
し
、
住
民
福
祉

が
向
上
し
て
い
く
歩
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
。

　

市
長
の
考
え
る
市
政
と
は
。

　

経
世
済
民
で
あ
る
。
誰
も

置
き
去
り
に
せ
ず
、苦
し
み
に
寄
り

添
い
支
え
、福
祉
・
産
業
の
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
政
治
、そ
し
て
住
民

が
主
役
の
自
治
と
協
働
で
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
が
市
政
で
あ
る
。

　

市
長
の
市
政
運
営
と
は
。

　

市
民
の
声
を
聞
い
て
地
域

生
活
の
現
場
に
密
着
し
て
、
地
域

活
力
を
育
ん
で
、
自
立
、
展
開
し

て
い
く
ま
ち
づ
く
り
を
創
り
上
げ

て
い
く
こ
と
。

浅
茂
川
温
泉
プ
ー
ル

　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
と
市
の
掲
げ
る
百
歳
長
寿
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
に
は
公
営
プ
ー

ル
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
、
認
知

機
能
維
持
向
上
、
医
療
費
抑
制
な

ど
効
果
が
期
待
で
き
る
が
、
プ
ー

ル
の
必
要
性
は
整
理
中
。

　

網
野
地
域
は
高
速
道
路
の

延
伸
で
遊
漁
船
客
、
移
住
者
、
二

地
域
居
住
者
、
企
業
進
出
が
期
待

さ
れ
、
魅
力
的
な
地
域
と
す
る
に

は
公
営
プ
ー
ル
が
必
要
不
可
欠
で

は
な
い
か
。

　

利
用
で
き
る
環
境
を
ど
う

整
備
す
る
か
で
判
断
す
る
。

問市
長

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

夏季の登下校、暑さから子ども達を守るには

市長の政治姿勢と市政運営を問う

夏季の登校風景

閉鎖された浅茂川温泉「静の里」
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一般質問

録画配信は
こちら

政 渓 会

池
い け だ

田 惠
け い い ち

一

一般質問

録画配信は
こちら

日本共産党

田
た な か

中 邦
く に お

生

　

今
回
の
都
市
拠
点
の
整
備
に

あ
た
っ
て
、
多
く
の
市
民
の
方
か

ら
反
対
の
声
を
聞
い
た
。
市
民
の

声
を
ど
の
よ
う
に
施
策
に
反
映
し

て
い
る
の
か
。

　

優
先
順
位
は
市
長
の
公
約

に
基
づ
い
て
提
案
す
る
も
の
と
各

部
局
か
ら
提
案
す
る
も
の
と
が
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
各
部
局
で

事
業
効
果
や
財
源
な
ど
制
度
設
計

を
行
い
、
予
算
要
求
を
し
て
い
く
。

　

市
長
の
所
に
直
接
要
望
に
行

く
と
、
補
助
金
が
つ
い
た
と
い
う

声
を
聞
く
が
。

　

私
ど
も
の
所
に
来
た
ら
ど

う
こ
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
緊

急
性
影
響
の
大
き
さ
な
ど
総
合
的

に
市
役
所
と
し
て
判
断
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

今
後
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
方
針

　

峰
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

耐
用
年
数
が
く
る
と
の
こ
と
だ
が
、

新
設
の
場
合
と
改
修
の
場
合
の
経

費
は
。

　

新
設
の
場
合
、令
和
９
年
度

発
注
で
２
５
１
億
か
ら
３
０
１
億
。

現
施
設
の
延
命
化
の
場
合
、
現
時

点
で
50
億
、
令
和
９
年
度
の
発
注

で
70
億
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

地
元
の
合
意
は
。

　

関
係
４
地
区
と
も
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。
再
延
命
化
も
一

つ
の
選
択
肢
と
し
て
、
関
係
地
区

に
は
伝
え
て
い
る
。

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

　

公
共
交
通
対
策
と
し
て
、
公

共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
「
ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア
」の
施
策
に
注
目
し
期

待
し
て
い
る
。
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
や
モ
ビ
の
運
行
実
績
や
課
題
を

明
確
に
し
、
よ
り
使
い
や
す
い
事

業
と
す
べ
き
。

ま
た
、
京
丹
後
市
地
域
公
共
交

通
計
画
で
は
令
和
10
年
度
に
公
共

交
通
の
空
白
地
対
象
人
口
を
ゼ
ロ

に
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

交
通
弱
者
の
実
態
か
ら
計
画
を
前

倒
し
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
が

ど
う
か
。

　

合
併
時
、
公
共
交
通
の
空

白
地
対
象
人
口
が
１
万
１
８
０
０

人
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
22
行
政

区
で
１
６
２
１
人
で
あ
る
。
11
月

１
日
か
ら
新
た
に
久
美
浜
町
全
域

と
浜
詰
周
辺
地
域
を
対
象
と
し
た

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
運
行
し
た
。

利
用
は
32
人
と
少
な
い
が
、
利
用

者
か
ら
「
安
く
て
病
院
へ
の
通
院

な
ど
大
変
便
利
で
継
続
し
て
ほ

し
い
」
と
感
想
が
届
い
て
い
る
。

利
用
促
進
に
、
新
た
な
乗
降
ポ

イ
ン
ト
を
増
設
し
、
広
報
チ
ラ
シ

や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
で
市
民

に
周
知
し
て
い
る
。

公
共
交
通
の
利
用
が
困
難
な
地

域
が
あ
り
、
関
係
事
業
者
や
市
民

の
協
力
を
得
な
が
ら
運
行
エ
リ
ア

の
拡
大
を
す
す
め
、
公
共
交
通
網

の
整
備
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

問市
長

施策について市民の声を聞いているか

公共交通空白地対象人口ゼロを前倒しで実現すべき

どうする峰山クリーンセンター

公共ライドシェア運行の出発式、久美浜駅前
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一般質問

録画配信は
こちら

日本共産党

橋
はしもと

本まり子
こ

一般質問

録画配信は
こちら

日本共産党

平
ひらばやし

林智
ち え み

江美

　

現
在
市
内
中
学
校
の
部
活
動

は
全
入
制
で
あ
る
。
教
育
効
果
と

安
全
確
保
の
利
点
が
あ
る
一
方
、

選
択
の
自
由
や
余
暇
の
権
利
を
制

限
す
る
課
題
も
あ
る
点
か
ら
全
入

制
を
見
直
し
、
学
校
の
部
活
動
に

入
ら
な
い
選
択
肢
を
広
げ
る
考
え

は
あ
る
か
。

　
　

部
活
動
は
子
ど
も
の
自

主
性
を
伸
ば
す
場
で
あ
り
、「
入
り

た
い
か
ら
入
る
」 「
や
り
た
い
こ
と

に
挑
戦
で
き
る
」 

と
い
う
形
に
近

づ
け
た
い
。
た
だ
し
、
希
望
制
に

す
る
と
競
技
種
目
に
よ
っ
て
は
人

数
不
足
が
生
じ
る
懸
念
が
あ
り
、

拠
点
校
方
式
や
合
同
チ
ー
ム
の

移
動
手
段
の
確
保
な
ど
、
課
題
は

多
い
。
地
域
部
活
動
検
討
会
・
校

長
会
、
競
技
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
「
緩
や
か
に
全
入
制
を
外
し
て

い
く
」
こ
と
を
検
討
中
。

　

代
替
と
し
て
、
軽
運
動
や
自

主
的
な
活
動
を
行
う
、
仮
称
「
ゆ

る
部
活
」
の
創
設
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

　
　

必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
。
市
内
で
は
す
で
に
、
生
徒

が
興
味
に
応
じ
て
自
由
に
活
動
で

き
る
「
ア
ー
ト
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
部
」

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
探
究
的
な

学
び
を
広
げ
た
取
り
組
み
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
「
ゆ
る
部
活
」
の
方
向

性
と
通
じ
る
。
今
後
、
他
校
展
開

や
運
営
方
法
な
ど
を
検
討
す
る
。

問教
育
長

問

教
育
長

　

分
け
れ
ば
資
源
、
燃
や
せ
ば

ゴ
ミ
と
言
わ
れ
る
。
消
費
者
と
し

て
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
、

適
量
を
購
入
し
て
買
い
す
ぎ
を
防

ぐ
な
ど
啓
発
が
必
要
で
あ
る
が
。

　

広
報
誌
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
情
報
発
信
な
ど
啓
発
活
動

を
進
め
て
い
る
。

　

生
ご
み
の
減
量
の
た
め
、
畑
に

埋
め
る
な
ど
し
て
い
る
が
、
ク
マ

騒
動
で
生
ご
み
の
処
理
に
困
っ
て

い
る
。
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
な

ど
市
の
取
り
組
み
と
し
て
、
普
及

さ
せ
て
は
い
か
が
か
。

　

実
際
に
さ
れ
て
い
る
自
治

体
を
参
考
に
し
、
市
と
し
て
、
何

が
で
き
る
か
考
え
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

切
れ
目
の
な
い
発
達
支
援
を

　

乳
幼
児
の
発
達
障
害
な
ど
を

専
門
医
へ
つ
な
ぐ
待
機
が
長
く
深

刻
な
課
題
が
あ
る
が
。

　

児
童
精
神
科
医
の
不
足
な

ど
が
主
な
原
因
で
あ
る
。
丹
後
保

健
所
で
行
わ
れ
て
い
る
子
ど
も
ク

リ
ニ
ッ
ク
は
、
約
３
カ
月
程
度
の

待
機
と
聞
い
て
い
る
。
課
題
認
識

は
も
っ
て
い
る
。

　

保
護
者
と
し
て
は
、
一
日
で

も
早
く
専
門
医
の
診
断
を
と
願
っ

て
い
る
が
。

　

関
係
機
関
と
の
情
報
共

有
・
連
携
な
ど
、
環
境
調
整
に
取

り
組
む
。

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

中学部活動の全入制見直しと「ゆる部活」の創設を

食品ロスの削減でごみ減量の取り組みを

やりたい気持ちが部活になる場所

生ごみ処理にコンポスト
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一般質問

録画配信は
こちら

日本共産党

源
みなもと

 進
し ん い ち

一

一般質問

録画配信は
こちら

翔 和 会

山
や ま も と

本 佑
ゆ う た

太

　
丹
後
絹
織
物
業
最
低
工
賃
の

改
定
は
12
年
ぶ
り
と
な
る
。
前
回

の
最
低
工
賃
発
効
後
の
調
査
や

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
。

　

丹
後
ち
り
め
ん
の
工
業
組

合
に
よ
る
平
成
27
年
の
調
査
で
は
、

工
賃
改
定
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
る

と
の
答
え
が
あ
る
も
の
の
、
計
算

方
法
に
つ
い
て
は
「
知
ら
な
い
」
と

の
声
も
あ
る
。
さ
ら
に
京
都
労
働

局
の
調
査
で
は
最
低
賃
金
未
満
の

割
合
が
品
目
に
よ
っ
て
56
％
と
い

う
状
況
で
あ
る
。

　

丹
後
の
賃
織
り
業
者
、
西
陣

の
織
物
産
業
従
事
者
が
安
心
し
て

次
の
世
代
へ
伝
統
産
業
、
技
術
を

伝
え
て
い
く
こ
と
に
対
し
て
、行
政

と
し
て
で
き
る
こ
と
は
あ
る
か
。

　

最
低
工
賃
改
定
は
伝
統

と
技
術
を
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ

た
め
に
も
意
義
が
あ
る
。
京
都
労

働
局
、
西
陣
、
丹
後
織
物
工
業
組

合
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
最

低
工
賃
の
順
守
と
い
う
方
向
に
な

る
か
と
思
う
。
で
き
る
限
り
の
取

り
組
み
は
行
い
た
い
。

　

賃
織
り
業
者
の
実
態
は
ど

う
か
。

　

子
ど
も
の
い
る
業
者
の
一

例
で
は
、
月
曜
か
ら
土
曜
日
ま
で

毎
日
夜
8
時
過
ぎ
ま
で
働
く
が
、

子
育
て
す
る
に
は
経
済
的
に
厳
し

い
状
況
の
声
も
あ
る
。

問市
長

問市
長

問市
長

　

初
診
待
機
期
間
中
に
お
け
る

保
護
者
の
心
理
的
負
担
を
ど
う

捉
え
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
か
。

　

発
達
相
談
は
１
年
間
で
14

件
か
ら
44
件
に
急
増
。
保
護
者
の

大
き
な
不
安
の
表
れ
と
受
け
止
め
、

待
機
期
間
中
で
も
専
門
職
が
家
庭

で
の
関
わ
り
方
を
助
言
し
、
療
育
・

医
療
・
こ
ど
も
園
や
学
校
へ
継
続

的
に
つ
な
い
で
い
る
。

　

初
診
待
機
期
間
に
お
け
る
さ

ら
な
る
支
援
の
拡
充
を
。

　

待
機
期
間
の
短
縮
に
努
め

る
と
共
に
、
診
断
を
待
つ
間
も
発
達

支
援
相
談
な
ど
の
施
策
で
懸
命
に

支
え
続
け
る
。
こ
ど
も
園
・
病
院

と
の
連
携
強
化
や
オ
ン
ラ
イ
ン
活

用
も
含
め
、
当
事
者
の
安
心
に
つ

な
が
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
取

り
組
む
。

市
民
参
画
を
強
め
る
戦
略
的
広
報

の
推
進

　

戦
略
的
広
報
と
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
を
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

　

若
者
へ
の
発
信
は
最
重
要
。

ス
マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
主
軸
に
、若
手

職
員
の
感
性
も
生
か
し
た
共
感
を

生
む
発
信
へ
改
善
す
る
。
ま
た
、
単

な
る
閲
覧
数
だ
け
で
な
く
、
市
民

の
反
応
や
認
知
度
を
重
視
し
た
指

標
づ
く
り
を
進
め
る
。
あ
わ
せ
て

人
口
な
ど
の
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
公
開
を
進
め
、
官
民
連
携
の
基

盤
づ
く
り
を
図
る
。

問市
長

問市
長

問市
長

12年ぶりの最低工賃改定、行政としてできることは

発達に悩む親子を孤立させないための支援を

ヨコ糸1本ずつ織り込まれていく

こども部では幅広い相談に対応
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一般質問

録画配信は
こちら

翔 和 会

多
た が の

賀野一
かずひこ

彦

一般質問

録画配信は
こちら

翔 和 会

由
ゆ り

利 彰
あ き も と

基

　

直
近
の
市
立
病
院
（
弥
栄
・

久
美
浜
）
の
経
常
収
支
は
。

　

弥
栄
は
令
和
４
年
度
が
黒

字
、５
・
６
年
度
が
赤
字
。
久
美
浜

は
令
和
４
・
５
年
度
が
黒
字
、
６
年

度
が
赤
字
で
あ
る
。

　

本
市
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン

終
期
（
令
和
９
年
度
）
ま
で
に
、
病

床
利
用
率
88
・
２
％
の
目
標
が
到

達
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
病
床
の

削
減
を
行
な
う
の
か
。

　

国
は
効
率
的
な
医
療
提
供

体
制
の
た
め
減
床
を
推
奨
し
て
い

る
が
、
国
・
府
の
動
向
に
は
注
視

し
つ
つ
も
、
現
時
点
で
の
削
減
は

考
え
て
い
な
い
。

　

同
じ
く
プ
ラ
ン
終
期
ま
で
に

経
営
の
黒
字
化
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
①
独
立
行
政
法
人
化
②
地

方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
③
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
④
民
間
移

譲
な
ど
へ
の
移
行
を
検
討
と
し
て

い
る
が
。

　

全
国
の
状
況
も
含
め
大
変

厳
し
い
環
境
だ
が
、
国
の
支
援
の

動
き
と
、
た
ゆ
ま
ぬ
自
助
努
力
で

変
化
の
兆
し
も
見
え
る
中
、
全
力

で
黒
字
化
を
目
指
す
。

　

今
後
の
市
立
病
院
の
方
向
性

と
久
美
浜
病
院
の
整
備
は
。

　

財
政
全
般
の
問
題
は
あ
る

が
、
市
か
ら
の
支
援
の
中
、
企
業
会

計
の
維
持
が
重
要
だ
。
そ
の
中
、

整
備
は
規
模
な
ど
を
詰
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
が
、
進
め
て
い
く
方

向
は
変
わ
ら
な
い
。

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

　

京
丹
後
市
の
部
活
動
の
教
育

意
義
と
は
。

　
　

自
主
性
や
達
成
感
、友
情

を
育
み
、
人
間
関
係
の
形
成
と
豊

か
な
人
間
性
を
育
む
基
礎
と
位
置

づ
け
て
い
る
。

　

近
年
、部
活
動
の
時
間
が
縮
小

傾
向
に
あ
る
と
感
じ
る
が
、
教
育

的
意
義
は
果
た
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

下
校
の
安
全
確
保
と

教
員
の
勤
務
是
正
が
縮
減
要
因

だ
が
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
あ
っ

て
も
、
目
標
と
役
割
を
明
確
化
し

た
質
の
高
い
活
動
で
、
教
育
的
意

義
は
維
持
し
て
い
る
。

　

貸
し
切
り
バ
ス
の
単
価
が
高

騰
し
て
い
る
。
校
外
で
の
合
同
練

習
や
試
合
の
機
会
が
縮
減
す
る

の
か
。

　

部
活
動
の
意
義
は
極
め
て

重
要
で
あ
り
、
財
政
的
理
由
に
よ

り
機
会
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

地
域
展
開
か
ら
見
え
る
部
活
動
の

未
来

　

生
徒
数
の
減
少
を
見
据
え
、

「
専
門
性
の
部
活
動
」
と
「
軽
運

動
部
」
の
二
本
立
て
を
導
入
す
る

余
地
は
あ
る
の
か
。

　
　

検
討
会
で
の
議
論
や
各

校
の
状
況
を
踏
ま
え
、
柔
軟
な
部

活
動
形
態
を
一
つ
の
有
力
案
と
し

て
学
校
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
可

能
性
を
検
討
す
る
。

問教
育
長

問教
育
長

問市
長

問教
育
長

市立病院の現状と今後の方向性は

夢を育み、未来へ羽ばたく京丹後の部活動へ

厳しい経営状況の両市立病院

仲間と共に夢へ挑む生徒たち
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一般質問

録画配信は
こちら

無 会 派

永
な が い

井 友
と も あ き

昭

一般質問

録画配信は
こちら

無 会 派

松
ま つ も と

本 聖
し ょ う じ

司

　
増
築
棟
な
ど
市
庁
舎
の
整
備

に
伴
っ
て
職
員
駐
車
場
が
遠
く

な
っ
た
。
職
員
に
と
っ
て
は
労
働

環
境
が
悪
化
し
た
だ
け
と
い
う

状
況
に
な
っ
て
い
る
が
、
市
の
認

識
は
。

　

他
市
で
は
駐
車
場
の
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
本
市
が
特
に
遠
い

わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
配
慮
す
べ

き
職
員
に
は
対
応
し
て
い
る
。

　

文
化
会
館
９
０
０
ｍ
、吉
原

グ
ラ
ウ
ン
ド
１
㎞
、往
復
毎
日
24
分
、

年
間
で
１
人
96
時
間
、現
状
の
80

人
利
用
で
年
に
７
６
８
０
時
間
。

利
用
者
は
さ
ら
に
増
え
る
。
有
料

で
駐
車
場
を
借
り
て
い
る
人
も
相

当
数
お
ら
れ
る
。
夏
は
朝
か
ら

30
℃
を
超
え
、冬
は
雪
も
積
も
る
。

大
変
な
負
担
で
あ
る
。
改
善
に
つ

い
て
何
も
検
討
し
な
い
の
か
。

　

庁
舎
整
備
に
合
わ
せ
吉
原

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し
た
。
対
策

は
現
在
特
に
考
え
て
い
な
い
が
、

職
員
の
声
も
聞
き
な
が
ら
検
討
は

し
て
い
き
た
い
。

　
本
市
は
「
日
本
一
働
き
が
い
の

あ
る
職
場
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い

る
が
、
こ
れ
で
は
士
気
に
関
わ
る
。

市
長
の
見
解
は
。

　

同
じ
思
い
で
あ
る
が
、
と

に
か
く
場
所
が
な
い
。
問
題
意
識

を
持
っ
て
今
後
も
向
き
合
い
た
い
。

問市
長

問市
長

問市
長

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
の
第

３
次
定
員
管
理
計
画
の
策
定
に

よ
り
、
令
和
10
年
ま
で
の
９
年
間
、

職
員
の
定
数
が
横
ば
い
と
な
る
。

人
口
が
減
る
中
で
職
員
維
持
は
市

民
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、

施
設
な
ど
の
更
新
・
修
繕
費
用
や
、

補
助
金
な
ど
抑
制
し
な
い
と
い
け

な
い
関
係
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

ふ
ま
え
て
市
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
が
あ
る
と
い
え
る
の
か
。

　

合
併
当
初
の
定
員
適
正

化
計
画
で
定
員
の
削
減
を
進
め
て

き
た
。
今
回
の
計
画
で
多
様
化
複

雑
化
、
高
度
化
す
る
行
政
課
題
に

対
応
す
る
人
員
を
確
保
し
て
い
る
。

ま
た
、
条
例
に
基
づ
い
て
計
画
を

公
表
し
て
い
る
。

　

総
務
省
は
自
治
体
の
定
員
管

理
の
参
考
指
標
と
し
て
３
つ
の
モ

デ
ル
を
示
し
て
き
た
。
市
は
類
似

団
体
別
職
員
数
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
は
、
人
口
１
万
人
あ
た

り
44
団
体
中
41
位
で
あ
る
。
市
民

に
誤
解
を
与
え
な
い
か
危
惧
し
て

い
る
。

　

職
員
数
は
、
類
似
団
体
モ

デ
ル
で
は
１
２
５
人
。定
員
回
帰

指
標
で
は
79
人
。
市
独
自
の
要
素

を
加
え
た
定
員
モ
デ
ル
は
16
人
超

過
で
あ
り
、
ほ
ぼ
平
均
と
受
け
止

め
て
い
る
。
ま
た
、人
事
院
勧
告

に
伴
う
、
交
付
税
措
置
の
支
援
を

引
き
続
き
求
め
て
い
き
た
い
。

問市
長

問

市
長

職員駐車場が遠い。何か対応できないのか

定員管理計画は市民との合意形成はあるのか

遠くに市庁舎の見える文化会館駐車場

日々にぎわう市役所窓口
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て
き
す
と

　

テ
キ
ス
ト

　
　

テ
キ
ス
ト

問市
長

教
育
長

タイトルは23文字程度まで

一般質問

録画配信は
こちら

無 会 派

鳴
な る み

海 公
ま さ の り

軌

　
２
０
３
２
年
に
予
定
す
る
新

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
費
が

最
大
約
３
０
０
億
円
に
膨
ら
ん
だ
。

新
設
よ
り
現
施
設
の
延
命
化
、
広

域
化
を
模
索
す
る
の
が
良
い
と
考

え
る
が
。

　

延
命
化
も
含
め
検
討
す
る

が
立
地
地
区
と
の
協
定
が
あ
る
。

仮
に
新
設
と
な
っ
て
も
広
域
化
協

議
は
継
続
す
る
。

海
ご
み
の
資
源
化
に
向
け
て

　

増
加
す
る
海
ご
み
を
、
対
馬

市
の
よ
う
に
資
源
と
し
て
売
却
す

る
仕
組
み
を
導
入
し
、
持
続
可
能

な
処
理
体
制
へ
転
換
す
べ
き
だ
。

ま
た
、
海
ご
み
の
多
く
は
本
市
が

排
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
国
際

的
課
題
で
あ
り
、
資
源
化
に
向
け

た
取
り
組
み
に
も
国
の
支
援
を
求

め
る
べ
き
だ
。

　

ま
ず
は
新
最
終
処
分
場

で
は
破
砕
に
よ
る
減
容
化
を
可
能

に
す
る
。
資
源
化
も
今
後
は
検
討

す
る
。
国
へ
の
財
政
支
援
要
望
も

他
市
町
の
共
感
を
広
げ
て
い
る
。

財
政
圧
迫
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

の
影
響

　

財
政
圧
迫
は
必
至
だ
。
箱
物

の
都
市
拠
点
建
設
は
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
整
備
を
乗
り
越
え
て
か

ら
実
現
可
能
性
を
高
め
て
議
論
を

進
め
る
べ
き
だ
。

　

財
政
は
厳
し
い
が
、
都
市

拠
点
施
設
は
市
全
体
の
た
め
に
必

要
だ
。

問市
長

問市
長

問市
長

クリーンセンター整備費３００億円の可能性

会派名 議
案
の
可
否

政渓会 日本共産党 翔和会 無会派

　　　　　　　　　　　　 議 員 名  
 　　案　件

谷
津
　
伸
幸

池
田
　
惠
一

小
牧
　
裕
幸

櫻
井
　
祐
策

野
木
　
教
貴

東
田
　
真
希

吉
岡
　
正
一

和
田
　
　
晋

田
中
　
邦
生

平
林
智
江
美

橋
本
ま
り
子

源
　
　
進
一

多
賀
野
一
彦

山
本
　
佑
太

由
利
　
彰
基

佐
久
間
仁
美

永
井
　
友
昭

鳴
海
　
公
軌

松
本
　
聖
司

京丹後市丹後半島森林公園の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
京丹後市火災予防条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
京丹後市網野高齢者すこやかセンター条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
京丹後市立保育所条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
京丹後市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
京丹後市久美浜総合交流販売施設の指定管理者の指定に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
京丹後市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
京丹後市長、副市長及び教育長の給与に関する条例の一部
改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
京丹後市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
京丹後市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
令和７年度京丹後市一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
令和７年度京丹後市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
令和７年度京丹後市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
令和７年度京丹後市水道事業会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
令和７年度京丹後市下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

賛否の分かれた案件を
記載しています。賛否一覧賛否一覧 《凡例　賛成：○　反対：×　退席：退　欠席：欠　除斥：除 》

中野勝友議員は議長職のため表決権はありません。

現在の峰山クリーンセンター
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◎ 文教厚生常任委員会
「子どもの権利を尊重し、まち全体で子育てを支援する条例
（仮称）」の制定を市に求める政策提言の骨子案が示された。当初
の理念条例から、より実効性を重視した総合条例を目指す方針転
換の経緯が説明されたが、複数の議員から提言項目の一部が具体
的すぎることや、条例の根幹である「子どもの権利条約」の基本
原則の記述が希薄であるとの意見があり、内容を再検討する意向
が示された。

◎ 総務常任委員会
「消滅可能性自治体からの脱却」をテーマに、若年女性の市外
流出問題に着目。ジェンダーギャップ解消を経済・人口政策の
基盤に位置付けるべきとの結論に至った経緯について報告された。
提言の第一歩として、まず行政内部の意識改革と、客観的データ
に基づく政策立案を可能にするための組織体制整備に焦点を絞る
方針が説明された。

◎ 産業建設常任委員会
「人材不足・雇用問題」をテーマに、特に大学との連携強化を
通じた若者の人材確保策について中間報告が行われた。年間700名
以上の学生が参加する「夢まち創り大学」事業と市内企業の雇用が
結びついていない課題がある。大学のキャリアセンターなどとも
新たな関係構築ができないか、検討していることが示された。

3常任委員会3常任委員会「「政政策策提言提言」」
今回は、委員長報告を受けて議員同士が意見を交わした今回は、委員長報告を受けて議員同士が意見を交わした
「政策討論会議」の様子を、簡潔にご紹介します。「政策討論会議」の様子を、簡潔にご紹介します。

ダイジェスト版

議員間討議の様子議員間討議の様子

議会だより No.87　2026.02　｜　政策提言

文教厚生・総務・産業建設の3つの
常任委員会は、現場の声とデータをもと
に議員同士で意見をぶつけ合いながら、
年度末の政策提言とりまとめに向けて
議論を続けています。

今後、これらの提言が市の新たな施策
に反映されるよう、さらなる議論を重ね
ていきます。

和田総務常任委員長

櫻井産業建設常任委員長

橋本文教厚生常任委員長
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◆ 

次
回
開
催

令
和
８
年
５
月

開
催
予
定

皆
様
の
ご
参
加

お
待
ち
し
て
い
ま
す

令和７年11月開催　峰山町・大宮町・網野町で開催

市民と議会の懇談会市民と議会の懇談会

峰
山
会
場

峰
山
会
場

意
お
金
だ
け
で
な
く
、
人
づ

く
り
・
地
域
づ
く
り
の
視
点

が
必
要
だ
と
思
う
。

意
地
域
と
人
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
、気
軽
に
行
け
る
居
場

所
づ
く
り
を
。
誰
も
が
使
え

る
複
合
施
設
に
期
待
す
る
。

空
き
施
設
活
用
や
大
型
施
設

で
の
一
括
支
援
も
検
討
を
。 

意
公
民
館
な
ど
を
活
用
し
、

三
世
代
交
流
や
子
ど
も
食
堂

な
ど
の
「
よ
ろ
ず
や
型
」
施

設
に
し
て
ほ
し
い
。

◎
そ
の
他
の
ご
意
見

　

都
市
拠
点
整
備
事
業
に
つ

い
て
各
町
で
行
わ
れ
た
市
民

と
の
公
聴
会
で
発
言
さ
れ
た

各
町
で
の
意
見
を
知
ら
せ
て

ほ
し
い
。

こ
ち
ら
か
ら

ご
覧
に
な
れ
ま
す
▼

大
宮
会
場

大
宮
会
場

意
祖
父
母
と
夫
婦
、子
ど
も
で

複
合
施
設
を
利
用
す
る
が
、

施
設
内
で
祖
父
母
は
子
ど
も

が
遊
ぶ
姿
を
見
な
が
ら
食
事

が
で
き
る
。
そ
う
い
っ
た
施

設
は
今
後
必
要
だ
と
思
う
。

意
立
派
な
施
設
で
な
く
て
も

良
い
の
で
は
と
思
う
。

意
子
育
て
支
援
施
設
と
の
検

討
な
ら
、
病
後
児
保
育
の
要

素
も
含
め
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

身
近
で
安
心
し
て
預
け
ら
れ
、

働
け
る
環
境
を
提
供
し
て
ほ

し
い
。

◎
そ
の
他
の
ご
意
見

　

い
つ
も
は
子
ど
も
が
い
て

来
ら
れ
な
い
が
、
事
前
に
託

児
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
、
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

網
野
会
場

網
野
会
場

意
京
丹
後
市
は
広
く
学
区

や
地
域
に
よ
っ
て
意
見
が
異

な
る
。
意
見
の
吸
い
上
げ
を

し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
大
切
。 

意
京
丹
後
市
な
ら
で
は
の
魅

力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
確
立

さ
せ
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を

出
す
必
要
が
あ
る
。 

意
子
育
て
支
援
の
カ
ギ
は
新

コ
ミ
ュ
が
ど
の
よ
う
に
機
能

し
て
い
る
か
で
は
な
い
か
。 

意
既
存
施
設
を
利
用
し
て

身
近
に
手
軽
に
利
用
で
き
る

場
所
が
欲
し
い
。

◎
そ
の
他
の
ご
意
見

　

懇
談
会
の
開
催
場
所
や
時

間
、
回
数
を
見
直
し
、
多
く

の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

議
会
の

調
査
結
果
報
告

問
ク
マ
、シ
カ
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
①
増
え
す
ぎ
た
個
体
数
を

捕
獲
②
農
地
の
防
護
③
獣

獣
を
引
き
寄
せ
る
環
境
を
作

ら
な
い
。
３
つ
の
視
点
か
ら

総
合
的
に
対
策
を
実
施
。

問
久
美
浜
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
教
室
が
児
童
数
に
比

べ
て
手
狭
に
感
じ
る
、
活
動

に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

答
担
当
課
が
現
地
確
認
。

す
ぐ
に
使
用
し
な
い
物
の
移

動
、
備
品
の
配
置
、
使
用
方

法
見
直
し
な
ど
の
工
夫
で
、

児
童
の
安
全
に
配
慮
し
た
環

境
改
善
を
し
た
。

◉ 9月定例会の概要報告
◉ 市制に対する提言、議会活動などについて意見交換

懇談テーマ：「子育て支援施設について」
懇談会の参加者のご意見などを掲載しています。カフェ方式（自由に対話のできるグループ形式）で行い、
懇談会で出された意見や要望は必要に応じて各常任委員会で所管事務調査をするなどの対応を行います。

市民と議会の懇談会　｜　議会だより No.87　2026. 02

大 宮 会 場

峰 山 会 場

網 野 会 場
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市民の声a  c i t i z e n ' s

V O I C E

あ と が き
afterword

私がスポーツ推進委員として活動を始めて
から、気がつけば25年が過ぎました。この間、地
域の皆さんと一緒に体を動かし、笑顔や元気が
生まれる場づくりに関わらせていただいたこと
は、私にとって大きな励みとなっています。とり
わけ、近年取り組んできたノルディック・ウォー
キングの普及では、ポールを手に散歩を楽しむ
姿を市内のあちこちで見かけるようになり、少
しずつ地域に根づいてきたことをうれしく感じ
ています。

スポーツ教室などの参加者は、子どもから高
齢者まで幅広いため、目標を大きく掲げるので
はなく、小さな目標を一つひとつ達成すること
で笑顔が積み重なり、楽しく体を動かすことが
継続への第一歩となります。

そして、参加者の皆さんの笑顔を引き出せた
ときこそ、指導者としてこの上ない喜びを感じ
る瞬間であり、する側も教える側
も「楽しい」と感じられることが
何より大切だと思っています。

委員会では、仲間と相談しなが
ら事業を進め、誰もが参加しやす
い活動となるよう工夫を重ねてき
ました。スポーツには、健康づくり
だけでなく、人と人とのつながり

を広げ、暮らしを前向きにしてくれる力があり
ます。これからも、地域の皆さんが無理なく楽し
めるスポーツ環境を整え、身近な運動の輪がさ
らに広がるよう、私自身も学びを続けながら活
動を続けていきたいと考えています。今後とも、
温かいご理解とご協力をよろしくお願いいたし
ます。

長年の活動を通して感じるのは、小さな一歩
でも続けることが、地域全体の活力につながる
ということです。講習会や研修会で学んだこと
を生かし、若い世代や運動に不安のある方にも
寄り添い、それぞれのペースで参加できる機会
をつくっていきたいと考えています。スポーツ
が日々の生活の中に自然と溶け込み、「ちょっと
やってみよう」と思える場づくりを通して、「市
民が楽しみ ともにつくる スポーツのまち」をめ
ざしていきたいと思います。

年々、月々に時間の過ぎるのが早くなるように感じます
が、「ジャネーの法則」はご存じでしょうか。人生に占める
一年間の長さの割合が、5歳の子どもでは20％、50歳の
大人では2％と相対的に減っていくため、加齢と共に一年
経つのが早く感じるという話です。
そのため、挨拶や話が冗長になりやすいとのこと。気を

付けたいです。また、充実した時間を過ごすために、日々
の生活の中で新しい体験にチャレンジし、体感時間を延
ばしていきたいです。
早いと言えば議会改選から一年半が経過しました。市

民福祉の増進にさらに寄与する取り組みとして、議会か
らの政策提言を進めています。途中経過を議会だよりに
掲載していますのでご一読ください。
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